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第５章 ごみ減量化・資源化目標 

１ 目標設定の考え方 

本市の平成 29（2017）年度におけるごみ排出量などの実績値は、一部の指標において

目標値を達成していますが、目標達成のため、本計画の基本理念である「市民・事業者・

行政の３者の協働による低炭素・循環型社会の構築」に向け、さらに、ごみの減量化・

資源化を推進する方針に基づき、第５次計画の目標値を見直し、新たに数値目標を設定

することとします。［表 2-5-1］ 

 

表 2-5-1：数値目標を設定する項目 

指 標 単位 備 考 

ごみ排出量 ｔ/年 
生活系ごみ排出量、事業ごみ排出量、集団資源回

収量の合計 

リサイクル率 ％ 

リサイクル率＝（集団資源回収量＋クリーンセン

ターで中間処理後に回収される資源及び搬入さ

れた資源の量）÷ごみ排出量 

再生利用率 ％ 

再生利用率＝（集団資源回収量＋クリーンセンタ

ーで中間処理後に回収される資源及び搬入され

た資源の量＋焼却残渣のリサイクル量）÷ごみ排

出量 

家庭系ごみ排出量 ｔ/年 生活系ごみ 資源物 

生活系ごみ排出量 ｔ/年 家庭系ごみ排出量＋資源物 

１人 1 日当たりの生活

系ごみ排出量 
g/人・日 

生活系ごみ排出量を人口及び年間日数で割って

求めた値 

事業ごみ排出量 ｔ/年 － 

集団資源回収率 ％ 

集団資源回収の構成比＝集団資源回収量÷資源

物総量（集団資源回収量＋クリーンセンターで中

間処理後に回収される資源及び搬入された資源

の量） 
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 ２ ごみ減量化・資源化目標 

本計画における平成 35（2023）年度のごみ減量化・資源化目標及び平成 40（2028）年

度の推計値は、次のとおりです。［表 2-5-2］ 

表 2-5-2：ごみ減量化・資源化目標 

指 標 単位 
平成24年度 

（基準年度） 

平成 29 年度 

（改定後の基準

年度） 

平成 35 年度 

（第５次目標年度） 

平成 40 年度 

（目標達成後の推計値） 

ごみ排出量 ｔ/年 38,804 37,620 

（推計値）36,053 

（目標値）33,701 

※10.4％削減 

（推計値）35,361 

（目標値）32,675 

※13.1％削減 

リサイクル率 ％ 28.9 27.3 

（推計値）25.7 

（目標値）30.9 

※3.6 ポイント増加 

（推計値）24.6 

（目標値）32.6 

※5.3 ポイント増加 

再生利用率 ％ 35.2 34.3 

（推計値）32.8 

（目標値）37.6 

※3.3 ポイント増加 

（推計値）31.9 

（目標値）39.1 

※4.8 ポイント増加 

生活系ごみ排出量 ｔ/年 30,059 29,077 

（推計値）27,534 

（目標値）25,148 

※13.5％削減 

（推計値）26,642 

（目標値）24,114 

※17.1％削減 

１人１日当たりの

生活系ごみ排出量 
g/人・日 626 574 

（推計値）521 

（目標値）476 

※17.1％削減 

（推計値）487 

（目標値）441 

※23.1％削減 

事業ごみ排出量 ｔ/年 6,311 6,804 

（推計値）7,304 

（目標値）6,804 

※増減なし 

※推計値に対して 

7.3％削減 

（推計値）7,790 

（目標値）6,804 

※増減なし 

※推計値に対して 

14.5％削減 

集団資源回収率 ％ 21.7 17.0 

（推計値）12.3 

（目標値）16.8 

※0.2 ポイント減少 

（推計値）9.5 

（目標値）16.5 

※0.5 ポイント減少 

 ※：改定後の基準年度（平成 29（2017）年度）に対しての増減率を示す。 

 

３ ごみ排出量等の将来予測（推計値）と数値目標との比較 

ごみ排出量等の将来の予測（推計値）を算定する場合、「ごみ処理基本計画策定指針」

（平成 28（2016）年９月環境省大臣官房廃棄物・リサイクル対策部）に基づきトレンド

法により行います。 

トレンド法とは、年度の経過とごみ量の推移の関係を示す推計式を求め、求めた推計

式に基づき、将来、年度が経過した場合にどの程度ごみ量が変化するかを予測する手法

です。（これを回帰分析といいます。） 

トレンド法に用いられる推計式には様々な種類がありますが、将来予測に用いる推計

式は、実績値の推移と適合性の高い推計式を採用します。 

その上で、それぞれの回帰分析で推計する項目は、「１人１日当たりの生活系ごみ排出

量」・「事業ごみ排出量」・「集団資源回収量」で、「べき乗曲線式」を採用します。 

予測は、平成 30（2018）年度～平成 40（2028）年度までの 11 年間について行います。 
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４ １人１日当たりの生活系ごみ排出量 

１人１日当たりの生活系ごみ排出量について、実績値に基づき回帰分析を行い適合性

の高いべき乗曲線式により推計すると、平成 29（2017）年度実績に対し、平成 35（2023）

年度は 9.2％（53ｇ/人・日）減少、平成 40（2028）年度は 15.2％（87ｇ/人・日）減少

する見通しです。 

減量化目標は、市民の意識啓発を推進することなどにより、推計値よりもさらに低減

した値を目指し、平成 29（2017）年度実績に対し、平成 35（2023）年度は 17.1％（98

ｇ/人・日）削減、平成 40（2028）年度は 23.2％（133ｇ/人・日）削減するものとして

設定します。［図 2-5-1］ 
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図 2-5-1：１人１日当たりの生活系ごみ排出量の推計値と目標値 

５ 事業ごみ排出量 

（1）事業所契約件数推計値 

  事業所契約数推計値について、実績値に基づき回帰分析を行い適合性の高い対数式に   

 より推計すると、平成 29（2017）年度実績に対し、平成 35（2023）年度は 23.3％（251

件）増加、平成 40（2028）年度は 40.2％（433 件）増加する見通しです。［図 2-5-2］ 
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図 2-5-2：事業所契約件数の推計値 
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（2）事業ごみ排出量 

事業ごみ排出量について、実績値に基づき回帰分析を行い適合性の高いべき乗曲線式

により推計すると、平成 29（2017）年度実績に対し、平成 35（2023）年度は 7.3％（500

ｔ）増加、平成 40（2028）年度は 14.5％（986ｔ）増加する見通しです。 

事業活動に伴う廃棄物は排出者責任、拡大生産者責任があることを明確にして、事業

者への３Ｒの取組を指導することなどにより、平成 29（2017）年度実績に対し、平成 35

（2023）年度、平成 40（2028）年度は排出量増加を抑制するものとして平成 29（2017）

年度の排出量 6,804ｔと設定します。［図 2-5-3］ 
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図 2-5-3：事業ごみ量の推計値と目標値 

６ 集団資源回収率 

（１）集団資源回収率 

集団資源回収量の資源物総量に占める割合について、平成 29（2017）年度実績に対

し、平成 35（2023）年度は 16.8％（0.2 ポイント減少）、平成 40（2028）年度は 16.5％

（0.5 ポイント減少）するものとして設定します。［図 2-5-4］ 
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図 2-5-4：集団資源回収量の資源物総量に占める割合 
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（２）集団資源回収量の推移 

集団資源回収量について、実績値に基づき回帰分析を行い適合性の高いべき乗曲線

式により推計すると、平成 29（2017）年度実績に対し、平成 35（2023）年度は 523ｔ

（30.1％）減少、平成 40（2028）年度は 809ｔ（46.5％）減少する見通しです。これ

に対して、減量化目標、資源化目標を達成した場合の集団資源回収量は、平成 29（2017）

年度実績に対し、平成 35（2023）年度は 9ｔ（0.5％）増加、平成 40（2028）年度は

17ｔ（1.0％）増加するものとして設定します。［図 2-5-5］ 
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図 2-5-5：集団資源回収量の推移 
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７ ごみ排出量 

ごみ排出量の推計値は、生活系ごみ排出量、事業ごみ排出量、集団資源回収量を加算

して算出します。推計値は平成 29（2017）年度実績に対し、平成 35（2023）年度は 1,567

ｔ（4.1％）減少、平成 40（2028）年度は 2,259ｔ（6.0％）減少する見通しです。これ

に対して、減量化目標、資源化目標を達成した場合のごみ排出量は、平成 29（2017）年

度実績に対し、平成 35（2023）年度は 3,919ｔ（10.4％）削減、平成 40（2028）年度は

4,945ｔ（13.1％）削減するものとして設定します。［図 2-5-6］ 
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図 2-5-6：ごみ排出量の推計値と目標値 

８ 生活系ごみ排出量 

「４ １人１日当たりの生活系ごみ排出量」で求めた１人１日当たりの生活系ごみ排

出量（推計値）に人口と年間日数を乗じて算出した生活系ごみ排出量は、平成 29（2017）

年度実績に対し、平成 35（2023）年度は 1,543ｔ（5.3％）減少、平成 40（2028）年度

は 2,435ｔ（8.3％）減少する見通しです。これに対して、減量化目標、資源化目標を達

成した場合の生活系ごみ排出量は、平成 29（2017）年度に対し、平成 35（2023）年度は

3,929ｔ（13.5％）削減、平成 40（2028）年度は 4,963ｔ（17.1％）削減するものとして

設定します。［図 2-5-7］ 
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図 2-5-7：生活系ごみ排出量の推計値と目標値 



 

56 

９ リサイクル率 

１人１日当たりの資源物排出量は実績値と同様に今後も減少するものとして、ごみ排

出量及びごみ処理量に実績値から求めたごみの種類ごとの割合を乗じて各資源物量を算

出します。各資源物量に「６ 集団資源回収率（２）集団資源回収量」で示した集団資

源回収量を加算して資源物の合計値を求め、ごみ排出量で割りリサイクル率を算出しま

す。推計計算に基づく場合、リサイクル率は、やや減少する見通しです。 

その上で目標を設定する場合、広報啓発の推進、資源物の分別徹底などにより１人１

日当たりの資源物量は横ばいで推移するものとして設定し、人口と年間日数を乗じて資

源物量を算出します。中間処理後の資源物量に関しては推計計算に基づく場合と同様に

ごみ処理量に実績から求めた比率を乗じて算出します。 

こうして求めた資源物量の合計値をごみ排出量で割りリサイクル率を算出します。 

資源化目標を達成した場合のリサイクル率は、平成 29（2017）年度の 27.3％に比べ、

平成 35（2023）年度に 30.9％（3.6 ポイント増加）、平成 40（2028）年度に 32.6％（5.3

ポイント増加）として設定します。［図 2-5-8］ 

 

26.9 26.7 
26.4 26.1 

25.8 25.7 
25.4 25.2 25.0 24.8 24.6 

27.3 

28.1 

29.0 

30.0 
30.3 30.6 30.9 

31.3 
31.6 31.9 

32.2 
32.6 

22.0

24.0

26.0

28.0

30.0

32.0

34.0

H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38 H39 H40

[%]

[年度]

推計値 目標値

実績 将来

 

 

図 2-5-8：リサイクル率（中間処分のみ）の推計値と目標値 
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１０ 再生利用率 

再生利用率は、推計計算に基づく場合も資源化目標を達成した場合も同様に、「９ リ

サイクル率」で求めた資源物量の合計に焼却残渣類の資源化量を加算して算出します。 

推計計算に基づく場合、再生利用率はほぼ横ばいで推移する見通しです。 

資源化目標を達成した場合の再生利用率は、平成 35（2023）年度に 37.6％（3.3 ポイ

ント増加）、平成 40（2028）年度に 39.1％（4.8 ポイント増加）として設定します。［図

2-5-9］ 
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図 2-5-9：再生利用率（リサイクル率（中間処分のみ）+（最終処分））の推計値と目標値 
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１１ ごみ減量化・資源化目標のまとめ 

  推計値と目標値は、次のとおりです。［図 2-5-10］、［図 2-5-11］、［図 2-5-12］ 
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図 2-5-10：推計値 
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図 2-5-11：目標値 
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